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　本テーマの達成により、審美的かつ機能的、力学的に安全
で理想的な下顎骨再建が可能となる。従来法では十分とは言
えない結果しか得られなかった下顎再建手術が、術者ならび
に患者満足度の高い理想的な手術に進化させることが期待さ
れる。

口腔腫瘍や骨髄炎を下顎に生じた場合、下顎骨を区域切除
せざるを得ない場合が多くある。その際に適切な再建が行わ
れないと著しい顔貌の変形や咀嚼障害が生じ、QOL の大幅
な低下が見られることとなる。そのため、整容的かつ機能的、
力学的に安定した再建が肝要であるが、現在まで上記を満足
させるような下顎再建の指針は確立されていない。

本テーマの目的は、機能的、審美的、力学的に満足できる
理想的な下顎再建を行うため、遊離腓骨再建の骨配置シミュ
レーションを 3D モデルと有限要素解析を用いて確立し、臨
床応用することにある。整容性および力学的強度指標の確立
と、それらの指標に則った術前シミュレーションを開発し、
臨床応用を行うことである。

顎骨再建、下顎再建、手術シミュレーション、有限要素解析、
3Dモデル、口腔がん、頭頸部がん
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